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米
国
に
よ
る
国
際
的
信
教
の
自
由
の
促
進
と
保
護
（
資
料
編
）

山　

本　

健　

人
（
ⅰ
）

岡　

田　

順　

太
（
ⅱ
）

横
大
道　
　
　

聡
（
ⅲ
）

は
じ
め
に

米
国
は
、
信
教
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
国
家
と
米
国
の
二
国
間
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
を
促
進
・
保
護
す

る
こ
と
を
重
要
な
外
交
政
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
他
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
二
国
間
関
係
で
、
他
国
内
の
人
権
侵
害
の
改

善
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
さ
ほ
ど
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
米
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
り
わ
け
国

際
人
権
法
の
領
域
を
中
心
に
少
な
か
ら
ぬ
研
究
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
今
回
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
す
る
た
め
の
法
律
や
そ
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
わ
が
国
に
紹
介
す
る
た
め
に
、

①
一
九
九
八
年
に
制
定
さ
れ
た
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（International Religious Freedom

 A
ct;

以
下
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ

⑴）、
②
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ

を
大
き
く
修
正
し
た
二
〇
一
六
年
の
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（F

rank R
. W

olf International R
eligious 

Freedom
 A

ct;

以
下
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
⑵）、
③
国
際
的
信
教
の
自
由
の
促
進
・
保
護
の
強
化
を
宣
言
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
執
行
命
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令⑶
、
④
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
に
基
づ
く
米
国
大
統
領
の
制
裁
行
動
リ
ス
ト⑷
に
つ
い
て
、
資
料
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
と
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
の
研
究
状
況
に
鑑
み
、
詳
細
な
全
規
定
の
訳
出
で
は
な
く
、
法
律
の

建
て
付
け
が
理
解
し
や
す
い
要
約
版⑸
を
訳
出
し
た
。
ま
た
、
米
国
に
よ
る
国
際
的
信
教
の
自
由
の
促
進
・
保
護
に
関
す
る
仕
組
み
の
概
説

に
つ
い
て
は
本
誌
掲
載
の
別
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

Ⅰ
．
資
料
①
―
―
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
の
要
約
版
の
抄
訳

目
次

第
一
章
：
国
務
省
の
活
動

第
二
章
：
国
際
的
信
教
の
自
由
委
員
会

第
三
章
：
国
家
安
全
保
障
会
議

第
四
章
：
大
統
領
行
動

　

第
一
節
：
外
国
政
府
の
信
教
の
自
由
侵
害
に
対
す
る
対
応

　

第
二
節
：
現
行
法
の
強
化

第
五
章
：
信
教
の
自
由
の
促
進

第
六
章
：
難
民
、
避
難
民
、
領
事
館
の
問
題

第
七
章
：
雑
則
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Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
は
次
の
こ
と
を
米
国
の
方
針
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。（
１
）
信
教
の
自
由
の
侵
害
を
非
難
し
、基
本
的
な
信
教
の
自
由
を
促
進

し
、
そ
の
促
進
の
た
め
に
他
国
政
府
を
支
援
す
る
こ
と
、（
２
）
信
教
の
自
由
の
重
大
な
侵
害
に
関
与
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
国
家

に
、
米
国
に
よ
る
安
全
保
障
及
び
開
発
支
援
の
道
を
ひ
ら
く
こ
と
。

第
一
章
　
国
務
省
の
活
動

国
務
省
内
に
、国
際
的
信
教
の
自
由
担
当
大
使
（A
m
bassador at Large for International Religious Freedom

;

以
下
「
担
当

大
使
」）
を
長
と
す
る
、国
際
的
信
教
の
自
由
対
策
室
（O

ffice on International Religious Freedom
;

以
下
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
を
設
置
す

る
も
の
と
す
る
。

第
一
〇
二
条　

人
権
報
告
書
の
信
教
の
自
由
及
び
宗
教
的
差
別
か
ら
の
自
由
に
関
連
す
る
部
分
を
作
成
す
る
際
に
、
国
務
長
官
を
支
援
す

る
こ
と
を
担
当
大
使
に
命
じ
る
。
国
務
長
官
に
、
人
権
報
告
書
と
併
せ
て
、
以
下
の
内
容
を
記
載
し
た
国
際
的
な
信
教
の
自
由
に
関
す

る
年
次
報
告
書
を
議
会
に
提
出
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

（
1
）　�

信
教
の
自
由
の
尊
重
及
び
保
護
の
改
善
傾
向
と
悪
化
傾
向
を
含
む
、
各
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
状
況
、

（
２
）	　

当
該
国
の
政
府
が
、
信
教
の
自
由
侵
害
（
と
り
わ
け
深
刻
な
侵
害
を
含
む
）
に
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
か
、

（
3
）　

各
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
侵
害
の
性
質
と
程
度
、

（
4
）　�

信
教
の
自
由
の
侵
害
に
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
を
支
援
す
る
た
め
の
米
国
の
行
動
と
政
策
、

（
５
）　�

外
国
政
府
に
信
教
の
自
由
侵
害
を
止
め
る
よ
う
求
め
る
、
米
国
と
外
国
政
府
と
の
間
で
結
ば
れ
た
拘
束
力
あ
る
協
定
、

（
６
）　�

入
国
審
査
官
（im

m
igration judges

）、
領
事
館
・
難
民
・
移
民
・
避
難
民
に
関
わ
る
公
務
員
（consular, refugee, 

im
m
igration, and asylum

 offi
cers

）
に
対
す
る
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
す
る
研
修
、
及
び
、
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（
７
）　�（
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
の
中
に
）
外
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
を
め
ぐ
る
状
況
。

第
一
〇
三
条　

世
界
中
の
非
政
府
組
織
や
一
般
市
民
に
よ
る
、
信
教
の
自
由
の
保
護
に
関
す
る
国
際
的
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す

る
た
め
に
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
主
要
な
国
際
的
文
書
、
宗
教
的
迫
害
に
関
す
る
年
次
報
告
書
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
及
び

そ
の
他
の
関
連
文
書
や
サ
イ
ト
へ
の
参
照
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
設
立
を
国
務
長
官
に
要
求
す
る
。

第
一
〇
四
条　

一
九
八
〇
年
外
務
法
（Foreign Service A

ct of 1980

）
を
修
正
し
、
首
席
公
使
（chiefs of m

ission

）
を
含
む
外
交

官
に
対
す
る
標
準
的
な
研
修
の
一
部
と
し
て
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
人
権
の
分
野
に
お
け
る
教
育
を
設
け
る
こ
と
を
国
務
長
官
に
命

じ
る
。

第
一
〇
五
条　

米
国
の
首
席
公
使
に
、
適
切
な
場
合
に
は
、
投
獄
さ
れ
て
い
る
宗
教
的
指
導
者
を
含
む
、
宗
教
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
探
し
出
し
、

接
触
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。

第
一
〇
六
条　

議
会
の
認
識
（the sense of the Congress

）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）　�

政
府
が
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
信
教
の
自
由
の
侵
害
に
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
国
家
内
の
米
国
在
外
公
館

（diplom
atic m

ission

）
は
、
年
次
計
画
立
案
の
一
環
と
し
て
、
信
教
の
自
由
を
促
進
す
る
計
画
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）　�

米
国
の
在
外
公
館
は
、
米
国
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
補
助
金
に
資
金
を
配
分
し
た
り
、
候
補
者
を
推
薦
し
た
り
す
る
際
に
、
信
教
の

自
由
の
促
進
に
役
立
つ
と
判
断
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
候
補
者
を
特
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

第
一
〇
七
条　

在
外
公
館
の
活
動
と
は
無
関
係
の
他
の
非
政
府
活
動
に
与
え
ら
れ
た
条
件
と
同
程
度
の
好
条
件
で
、
宗
教
活
動
を
行
お
う

と
す
る
米
国
市
民
に
よ
る
米
国
在
外
公
館
へ
の
立
ち
入
り
を
許
可
す
る
よ
う
国
務
長
官
に
命
じ
る
。

第
一
〇
八
条　

以
下
の
よ
う
な
議
会
の
認
識
を
表
明
す
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
適
切
な
す
べ
て
の
米
国
政
府
の
代
表
者
が
、
信
教

の
自
由
の
懸
念
に
関
与
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
執
行
機
関
の
公
務
員
は
、
外
国
の
要
人
（dignitaries

）、
行
政
府
の
公
務
員
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及
び
議
員
と
の
会
合
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
擁
護
を
強
化
す
る
こ
と
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

宗
教
的
信
仰
を
理
由
に
、
投
獄
、
拘
留
又
は
自
宅
に
軟
禁
さ
れ
て
い
る
（placed under house arrest

）
と
思
わ
れ
る
人
物
の
国

別
の
リ
ス
ト
を
含
む
報
告
書
を
作
成
・
維
持
す
る
こ
と
を
国
務
長
官
に
要
求
す
る
。

第
二
章
　
国
際
的
信
教
の
自
由
委
員
会

　

国
際
的
信
教
の
自
由
委
員
会
（U

nited States Com
m
ission on International Religious Freedom

;

以
下
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
を

設
立
す
る
。

第
二
〇
二
条
　
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
の
主
な
責
任
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）　�

人
権
慣
行
に
関
す
る
国
別
の
報
告
書
、
宗
教
的
迫
害
に
関
す
る
年
次
報
告
書
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
及
び
そ
の
他
の
適

切
な
資
料
で
、
信
教
の
自
由
侵
害
の
事
実
及
び
状
況
の
年
次
及
び
継
続
的
な
評
価
を
示
す
こ
と
。

（
２
）　

国
際
的
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
、
大
統
領
、
国
務
長
官
及
び
連
邦
議
会
に
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
。

第
二
〇
五
条
　
一
九
九
九
年
度
と
二
〇
〇
〇
年
度
の
予
算
を
承
認
す
る
。

第
三
章
　
国
家
安
全
保
障
会
議

一
九
四
七
年
の
国
家
安
全
保
障
法
を
改
正
し
、
国
家
安
全
保
障
会
議
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
、
執
行
機
関
の
公
務
員
の
た
め
の
情
報
提
供
、

信
教
の
自
由
侵
害
の
事
実
及
び
状
況
に
関
す
る
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
並
び
に
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
に
従
事
す
る
、
国
際
的
信
教
の
自

由
に
関
す
る
大
統
領
特
別
顧
問
（a Special A

dviser to the President on International Religious Freedom

）
を
設
置
す
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
議
会
の
認
識
を
表
明
す
る
。
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第
四
章
　
大
統
領
行
動

第
一
節
　
外
国
政
府
の
信
教
の
自
由
侵
害
に
対
す
る
対
応

信
教
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
（
特
に
厳
し
い
侵
害
を
含
む
）
に
政
府
が
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
国
ご
と
に
、
そ
の
国
で
一

定
の
行
動
を
と
る
こ
と
及
び
信
教
の
自
由
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
侵
害
に
対
抗
す
る
こ
と
を
大
統
領
に
命
じ
る
。

第�

四
〇
二
条　

過
去
一
二
ヵ
月
間
の
各
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
状
況
を
毎
年
評
価
し
、
特
に
深
刻
な
信
教
の
自
由
の
侵
害
に
責
任
の

あ
る
機
関
、
手
段
及
び
公
務
員
を
含
む
、
信
教
の
自
由
に
対
す
る
懸
念
国
（Country of Particular Concern;

以
下
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）
を

指
定
す
る
こ
と
を
大
統
領
に
要
求
す
る
。

第
四
〇
三
条　

大
統
領
に
次
の
こ
と
を
命
じ
る
。

（
１
）　

信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
政
府
に
対
し
て
何
ら
か
の
行
動
を
と
る
前
に
当
該
政
府
と
協
議
す
る
こ
と
、
及
び
、

（
２
）　

議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

第
四
〇
五
条　

大
統
領
は
以
下
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）　

公
的
な
非
難
、

（
２
）　

学
術
・
文
化
交
流
の
延
期
又
は
中
止
、

（
３
）　

米
国
に
よ
る
開
発
援
助
及
び
安
全
保
障
支
援
の
撤
回
、
制
限
又
は
一
時
停
止
（suspension

）、

（
４
）　�

信
教
の
自
由
侵
害
の
責
任
を
負
う
外
国
政
府
に
第
一
の
利
益
を
も
た
ら
す
融
資
に
反
対
す
る
よ
う
、
国
際
開
発
金
融
機
関
の
米

国
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（U

.S. executive directors of international financial institutions

）
に
指
示
す

る
こ
と
、

（
５
）　�

信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
外
国
政
府
に
商
品
又
は
技
術
を
輸
出
す
る
た
め
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
発
行
制
限
、
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（
６
）　�

特
定
の
米
国
金
融
機
関
に
よ
る
信
教
の
自
由
侵
害
国
に
対
す
る
貸
付
保
証
（the m

aking, guaranteeing, or insuring of 

loans

）
の
禁
止
及
び
信
用
の
供
与
（extension of credit

）
の
禁
止
、
及
び
、

（
７
）　�
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
国
か
ら
米
国
政
府
が
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
す
る
こ
と
の
禁
止
。

　

次
の
こ
と
を
規
定
す
る
。

（
１
）　�

上
記
の
い
ず
れ
か
の
大
統
領
の
行
動
に
代
え
て
、
相
応
の
行
動
を
と
る
こ
と
、
及
び
、

（
２
）　�

外
国
政
府
と
の
間
で
、
信
教
の
自
由
の
侵
害
を
構
成
す
る
行
為
、
政
策
又
は
慣
行
を
や
め
る
、
若
し
く
は
、
そ
れ
に
対
処
又
は

段
階
的
に
廃
止
す
る
た
め
の
実
質
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
拘
束
力
の
あ
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

　

上
記
の
行
動
は
、
人
道
支
援
の
提
供
を
禁
止
又
は
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
。

第
四
〇
七
条　

一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
の
法
律
の
要
求
を
延
期
す
る
（to w

aive

）
権
限
を
大
統
領
に
付
与
す
る
。

第
四
一
〇
条　

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
大
統
領
の
行
動
又
は
機
関
の
行
動
に
関
す
る
司
法
審
査
を
禁
止
す
る
。

第
二
節
　
現
行
法
の
強
化

一
九
六
一
年
対
外
援
助
法
（F

oreign A
ssistance A

ct of 1961

）
と
国
際
金
融
機
関
法
（International F

inancial 

Institutions A
ct

）
を
改
正
し
、
米
国
の
開
発
援
助
、
軍
事
援
助
及
び
多
国
間
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
要
素

と
し
て
、
外
国
政
府
が
以
下
の
点
に
該
当
す
る
か
、
を
追
加
す
る
。

（
１
）　

特
に
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
与
又
は
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
、
又
は
、

（
２
）　�

特
に
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵
害
に
対
抗
す
る
た
め
の
真
剣
か
つ
持
続
的
な
努
力
を
、
そ
の
よ
う
な
努
力
が
合
理
的
に
実
施
可
能

で
あ
っ
た
の
に
、
実
施
し
な
か
っ
た
。

第
四
二
三
条　

一
九
七
九
年
輸
出
管
理
法
（Export A

dm
inistration A

ct of 1979
）
に
基
づ
い
て
、
輸
出
又
は
再
輸
出
が
管
理
さ
れ
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て
い
る
、
犯
罪
取
締
及
び
探
知
の
た
め
の
機
器
・
装
置
（instrum

ents or equipm
ent

）
の
リ
ス
ト
に
、
商
務
長
官
が
、
特
に
深
刻

な
信
教
の
自
由
侵
害
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
及
び
重
要
な
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
又
は
使
う
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
と
判
断

し
た
商
品
を
含
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
一
九
六
一
年
対
外
援
助
法
（Foreign A

ssistance A
ct of 1961

）
に
基
づ
く
犯
罪
取
締
及

び
探
知
の
た
め
の
機
器
・
装
置
の
輸
出
許
可
の
発
給
の
禁
止
を
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
輸
出
又
は
再
輸
出
に
適
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

第
五
章
　
信
教
の
自
由
の
促
進

自
由
な
宗
教
的
信
念
と
実
践
に
関
す
る
権
利
を
奨
励
し
、促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
活
動
を
外
国
で
実
施
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
、

開
発
援
助
資
金
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
た
め
に
、
一
九
六
一
年
対
外
援
助
法
を
改
正
す
る
。

第
五
〇
二
条　

信
教
の
自
由
に
対
す
る
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
一
九
九
四
年
米
国
国
際
放
送
法
（U

nited 

States International Broadcasting A
ct of 1994

）
と
一
九
六
一
年
相
互
教
育
及
び
文
化
交
流
法
（M

utual Educational and 

Cultural Exchange A
ct of 1961

）
を
改
正
す
る
。

第
五
〇
四
条　

一
九
八
〇
年
外
務
法
を
改
正
し
、
信
教
の
自
由
を
含
む
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
人
権
の
推
進
に
お
け
る
業
務
が
、
外
交
官

に
対
す
る
業
績
給
（perform

ance pay

）
の
支
給
及
び
外
交
官
賞
（Foreign Service aw

ards

）
の
授
与
の
基
礎
と
な
る
業
務
で
あ

る
こ
と
を
規
定
す
る
。

第
六
章
　
難
民
、
避
難
民
及
び
領
事
館
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
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第
七
章
　
雑
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　

略

Ⅱ
．
資
料
②
―
―
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｗ
ｏ
ｌ
ｆ 

Ａ
ｃ
ｔ
）
の
要
約
版
の
抄
訳

第
二
条
　
本
法
は
、
以
下
の
よ
う
な
議
会
の
認
識
を
表
明
す
る
。

（
１
）　�

宗
教
的
労
働
者
の
ビ
ザ
申
請
を
日
常
的
に
拒
否
す
る
外
国
の
慣
行
は
、
当
該
国
家
に
お
け
る
宗
教
的
自
由
の
劣
悪
な
状
態
を
示

す
こ
と
に
な
り
う
る
。

（
２
）　�

米
国
政
府
は
、
そ
の
よ
う
な
国
と
米
国
と
の
二
国
間
関
係
を
見
直
す
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
政
策
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
章
　
国
務
省
の
活
動

第
一
〇
一
条　

一
九
九
八
年
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
が
改
正
さ
れ
、
米
国
の
外
交
政
策
上
の
利
益
と
し
て
信
教
の
自
由
を

促
進
す
る
た
め
に
、
国
際
的
信
教
の
自
由
担
当
大
使
は
、

（
１
）　�

米
国
の
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
活
動
に
お
い
て
、
国
際
的
な
信
教
の
自
由
政
策
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）　�

国
際
的
な
信
教
の
自
由
政
策
の
推
進
が
米
国
の
国
家
安
全
保
障
上
の
利
益
を
促
進
し
う
る
省
庁
間
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
よ

う
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　

信
教
の
自
由
対
策
室
（
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
人
員
配
置
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
、

と
い
う
の
が
議
会
の
認
識
で
あ
る
。
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第
一
〇
二
条　

国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
年
次
報
告
書
の
提
出
期
限
は
九
月
一
日
か
ら
五
月
一
日
（
又
は
、
そ
の
日
の
後
、
適
切
に

下
院
が
開
か
れ
る
最
初
の
日
）
に
変
更
す
る
。

　

こ
の
報
告
書
に
は
以
下
の
情
報
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
　

・
政
府
が
機
能
し
て
い
な
い
又
は
領
土
を
支
配
し
て
い
な
い
国
に
お
け
る
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵
害
、

　
　

・
あ
る
国
で
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
の
身
元
確
認
、

　
　

・
宗
教
的
コ
ン
テ
ン
ツ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
礼
拝
活
動
を
検
閲
す
る
た
め
に
あ
る
政
府
が
行
っ
た
行
為
、

　
　

・
宗
教
的
集
団
の
メ
ン
バ
ー
の
権
利
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
又
は
儀
礼
屠
殺
な
い
し
男
子
割
礼
の
禁
止
を
含
む
信
教
の
自
由
侵
害
を

強
調
す
る
人
権
擁
護
者
へ
の
迫
害
、
及
び
、

　
　

・
信
教
の
自
由
に
関
す
る
米
国
の
行
動
の
国
別
影
響
分
析
。

　

こ
の
報
告
書
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
サ
マ
リ
ー
に
は
、
信
教
の
自
由
に
対
す
る
懸
案
組
織
（Entity of Particular Concern;

以
下

Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
非
国
家
ア
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
国
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　

本
法
は
、
人
権
慣
行
に
関
す
る
国
別
年
次
報
告
書
に
は
、
も
は
や
世
界
の
信
教
の
自
由
の
状
況
に
関
す
る
最
新
の
情
報
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
国
務
省
が
国
際
信
教
の
自
由
委
員
会
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
と
連
携
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
本
来
の
意
図
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
議
会
の
認
識
を
表
明
す
る
。

第
一
〇
三
条　

一
九
八
〇
年
の
外
務
法
は
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
外
交
官
、
出
国
す
る
す
べ
て
の
首
席
大
使
及
び
大
使
の
た
め
に
信
教
の

自
由
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
を
ジ
ョ
ー
ジ
・P

・
シ
ュ
ル
ツ
国
立
外
務
研
修
セ
ン
タ
ー
の
所
長
に
要
求
す
る
。
国
務
省
は
、
こ

の
よ
う
な
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
を
一
八
〇
日
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
研
修
教
材
は
、
軍
隊
や
海
外
に
人
員
が
い
る
他
の
連
邦
政
府
機
関
と
共
有
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
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第
一
〇
四
条　

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
は
、
同
委
員
会
が
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
又
は
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
指
定
す
る
よ
う
勧
告
す
る
外
国
政
府
又
は
非
国
家
的

ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
、
投
獄
さ
れ
、
拘
束
さ
れ
、
失
踪
し
、
自
宅
に
軟
禁
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
、
又
は
強
制
的
に
信
仰
を
放
棄
さ
せ
ら

れ
た
者
の
リ
ス
ト
を
公
開
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
国
家
安
全
保
障
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

略

第
三
章
　
大
統
領
行
動

第
三
〇
一
条　

大
統
領
は
、

（
１
）　�

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ａ
の
下
で
要
求
さ
れ
る
外
国
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
状
況
の
年
次
評
価
と
並
行
し
て
、
評
価
を
受
け
た
国
又
は
そ
の

周
辺
地
域
で
活
動
す
る
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
の
う
ち
、
特
に
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵
害
を
行
っ
た
も
の
を
特
定
す
る
も
の
と
す

る
。

（
２
）　�

こ
の
よ
う
な
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
を
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
３
）　�

こ
の
指
定
理
由
を
詳
述
し
た
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
４
）　�

こ
の
よ
う
な
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
に
対
し
て
具
体
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

本
法
は
、
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
信
教
の
自
由
に
対
す
る
深
刻
な
侵
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、
国
務
省
が
議
会
と
協
力
し
て
新

た
な
政
治
的
、
財
政
的
、
外
交
的
手
段
を
生
み
出
す
べ
き
だ
、
と
い
う
議
会
の
認
識
を
表
明
す
る
。

　
　

大
統
領
は
、
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
を
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
指
定
す
る
際
、
こ
の
侵
害
の
責
任
を
負
う
特
定
の
公
務
員
又
は
議
員
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（m
em

bers

）
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
〇
二
条　

こ
の
よ
う
な
年
次
評
価
の
期
限
は
、
九
月
一
日
か
ら
年
次
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
後
九
〇
日
以
内
に
変
更
さ
れ
た
。

第
三
〇
三
条　

信
教
の
自
由
侵
害
に
応
答
す
る
行
動
又
は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
あ
る
国
を
指
定
す
る
こ
と
に
関
す
る
大
統
領
報
告
は
、
次
の

点
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
１
）　�
民
主
主
義
、
人
権
、
安
全
保
障
に
お
け
る
米
国
の
利
益
促
進
へ
の
影
響
評
価
、
及
び
、

（
２
）　�

民
主
主
義
の
安
定
化
、
経
済
成
長
及
び
テ
ロ
対
策
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
、
当
該
国
で
適
用
さ
れ
て
い
る
政
策
的

手
段
に
つ
い
て
の
説
明
。

第
三
〇
四
条　

Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
に
指
定
し
た
後
に
行
わ
れ
る
特
定
の
大
統
領
行
動
の
延
期
は
、
一
八
〇
日
に
制
限
さ
れ
る
。
本
法
案
は
、
こ
の

一
八
〇
日
後
の
大
統
領
の
追
加
的
な
延
期
権
限
を
規
定
す
る
。

　

本
法
は
以
下
の
よ
う
な
議
会
の
認
識
を
表
明
す
る
。

（
１
）　�

現
在
行
わ
れ
て
い
る
延
長
は
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
の
目
的
を
達
成
し
て
い
な
い
。

（
２
）　�

大
統
領
、
国
務
省
及
び
そ
の
他
の
執
行
機
関
の
公
務
員
は
、
大
統
領
の
行
動
を
通
じ
て
現
在
の
侵
害
に
対
処
す
る
方
法
を
見
つ

け
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
〇
五
条　

本
法
は
大
統
領
に
対
し
連
邦
広
報
（the Federal Register

）
に
以
下
の
点
を
掲
載
す
る
よ
う
命
じ
る
。

（
１
） 　

�

Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
指
定
さ
れ
た
全
て
の
非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
、
及
び
、

（
２
）　

非
国
家
的
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
信
教
の
自
由
へ
の
重
大
な
侵
害
に
責
任
の
あ
る
個
人
の
身
元
。
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第
四
章
　
信
教
の
自
由
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

略

第
五
章
　
特
に
深
刻
な
信
教
の
自
由
侵
害
の
た
め
指
定
さ
れ
た
人
物
リ
ス
ト

第
五
〇
一
条　

国
務
省
は
、
信
教
の
自
由
に
対
す
る
特
に
深
刻
な
侵
害
を
命
令
又
は
指
示
し
た
こ
と
に
よ
り
制
裁
（
ビ
ザ
拒
否
、
金
銭
的

制
裁
、
そ
の
他
の
措
置
）
を
受
け
た
外
国
人
に
関
す
る
信
教
の
自
由
に
対
す
る
特
に
深
刻
な
侵
害
の
た
め
に
指
定
さ
れ
た
者
の
リ
ス
ト

を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
国
務
省
は
一
八
〇
日
以
内
に
初
期
リ
ス
ト
を
提
出
し
、
一
八
〇
日
ご
と
に
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
雑
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　

略

Ⅲ
．
資
料
③
―
―
「�

国
際
的
信
教
の
自
由
の
促
進
」
に
関
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
大
統
領
令N

o. 13926

（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
日
）
の
全
訳

合
衆
国
憲
法
及
び
法
律
に
よ
っ
て
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
権
限
に
基
づ
き
、
こ
こ
に
次
の
よ
う
に
命
じ
る
。

第
一
条
：
方
針

（
ａ
）　�

米
国
第
一
の
自
由
で
あ
る
信
教
の
自
由
は
道
徳
的
に
も
国
家
安
全
保
障
上
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
世
界
中
の
人
々
の
た
め
の
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信
教
の
自
由
は
米
国
外
交
政
策
の
優
先
事
項
で
あ
り
、
米
国
は
こ
の
自
由
を
尊
重
し
精
力
的
に
推
進
す
る
。
二
〇
一
七
年
の
国

家
安
全
保
障
戦
略
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
の
建
国
者
ら
は
、
信
教
の
自
由
は
国
家
が
作
り
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
へ
の
神
か
ら
の
ギ
フ
ト
で
あ
り
、
我
々
の
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
、
と
理
解
し
て
い

た
。

（
ｂ
）　�
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
組
織
及
び
他
の
市
民
社
会
の
機
関
は
、
世
界
中
で
信
教
の
自
由
を
推
進
す
る
米
国
政
府
の
取
り
組
み

に
と
っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
米
国
政
府
の
政
策
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
活
動
に
情
報
を

提
供
す
る
た
め
に
、外
国
の
も
の
も
含
む
市
民
社
会
組
織
と
強
力
か
つ
継
続
的
に
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
米
国
の
方
針
で
あ
る
。

第
二
条
：
国
際
的
信
教
の
自
由
の
優
先
順
位

こ
の
命
令
の
日
か
ら
一
八
〇
日
以
内
に
、
国
務
長
官
は
、
米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
長
官
と
協
議
の
上
、
米
国
外
交
政
策

の
計
画
と
実
施
及
び
国
務
省
と
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
対
外
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
国
際
的
信
教
の
自
由
を
優
先
す
る
た
め
の
計
画
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
：
国
際
的
信
教
の
自
由
の
た
め
の
対
外
支
援
基
金

（
ａ
）　�

国
務
長
官
は
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
長
官
と
協
議
の
上
、
法
律
で
実
現
可
能
又
は
認
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
か
つ
、
予
算
の
利
用
可

能
性
を
条
件
に
、
国
際
的
信
教
の
自
由
を
促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
、
各
会
計
年
度
で
少
な
く
と
も
五
〇
〇
〇
万
ド
ル

の
予
算
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
宗
教
に
基
づ
く
個
人
及
び
集
団
に
対
す
る
攻
撃
を
予

測
し
、
防
止
し
、
対
応
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、〔
①
〕
そ
の
よ
う
な
〔
＝
宗

教
を
理
由
に
攻
撃
を
受
け
て
い
る
〕
集
団
が
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
存
続
し
う
る
こ
と
を
助
け
る
、〔
②
〕
宗
教
を
理

由
と
し
た
攻
撃
の
加
害
者
に
対
す
る
説
明
責
任
を
促
進
す
る
、〔
③
〕
信
仰
に
か
か
わ
ら
ず
個
人
及
び
集
団
に
対
す
る
平
等
な
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権
利
と
法
的
保
護
を
保
障
す
る
、〔
④
〕
あ
ら
ゆ
る
信
仰
の
た
め
の
礼
拝
所
（houses of w

orship

）
及
び
公
的
空
間
の
安
全

と
治
安
を
向
上
さ
せ
る
、
及
び
、〔
⑤
〕
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
的
遺
産
を
保
護
し
保
全
す
る
、
目
的
の
た
め
に
設
計

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
含
ま
れ
る
。

（
ｂ
）　�

対
外
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
資
金
を
提
供
す
る
執
行
機
関
（executive departm

ents and agencies

）
は
、
法
律
で
認
め
ら

れ
て
い
る
範
囲
内
で
、
外
国
の
適
格
組
織
を
含
む
信
仰
に
基
づ
く
又
は
宗
教
的
組
織
が
、
連
邦
の
資
金
の
獲
得
の
た
め
に
競
争

す
る
際
に
、
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
又
は
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
て
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
：
米
国
外
交
政
策
に
国
際
的
信
教
の
自
由
を
組
み
込
む

（
ａ
）　�

国
務
長
官
は
、
懸
案
国
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）、
特
別
監
視
リ
ス
ト
（
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
記
載
国
、
懸
案
組
織
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
）
の
存
在
す
る
国

及
び
一
九
九
八
年
の
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
）
の
第
一
〇
二
条
（
ｂ
）
で
要
求
さ
れ
て
い
る
国
際
的
信
教
の
自
由

に
関
す
る
年
次
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
与
又
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
そ
の
他
の
国
の
、
首
席
公

使
（Chiefs of M
ission

）
に
対
し
て
、国
際
的
信
教
の
自
由
を
促
進
す
る
米
国
の
努
力
を
通
知
又
は
支
援
し
、当
該
政
府
（host 

governm
ents

）
が
信
教
の
自
由
の
侵
害
を
排
除
す
る
た
め
に
前
進
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
包
括
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

策
定
す
る
よ
う
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ｂ
）　�

各
執
行
機
関
の
長
は
、
外
国
政
府
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
会
合
に
お
い
て
、
適
切
な
場
合
に
は
国
務
長
官
と
の
調
整
の
も

と
、
国
際
的
信
教
の
自
由
及
び
宗
教
を
理
由
に
投
獄
さ
れ
た
個
人
が
関
与
し
て
い
る
事
件
に
関
す
る
懸
念
を
提
起
す
る
も
の
と

す
る
。

（
ｃ
）　�

国
務
長
官
は
、
適
切
な
場
合
に
は
、
二
国
間
及
び
多
国
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
双
方
で
、
米
国
の
国
際
的
信
教
の
自
由
政
策
を
擁
護

し
、
同
様
の
こ
と
を
行
う
よ
う
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
長
官
に
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
五
条
：
連
邦
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
研
修

（
ａ
）　�

国
務
長
官
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
（Public Law

 114-281

）
第
一
〇
三
条
（
ａ
）（
1
）
に
よ
っ

て
修
正
さ
れ
た
、
一
九
八
〇
年
外
務
法
（Foreign Service A

ct of 1980 (Public Law
 96-465

）
第
七
〇
八
条
（
ａ
）
に

記
載
さ
れ
て
い
る
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
研
修
を
モ
デ
ル
に
し
た
研
修
を
、
外
交
問
題
系
列
（the Foreign A

ffairs 

Series
）
の
国
務
省
の
全
公
務
員
が
実
施
す
る
よ
う
要
求
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ｂ
）　�

こ
の
命
令
の
日
か
ら
九
〇
日
以
内
に
、
海
外
に
人
材
を
配
置
す
る
す
べ
て
の
執
行
機
関
の
長
官
は
、
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当

の
大
統
領
補
佐
官
を
通
じ
て
、大
統
領
に
以
下
の
点
を
詳
述
す
る
計
画
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ
は
、三
〇
日
以
上
一
ヵ

所
で
、
海
外
に
配
属
さ
れ
て
い
る
又
は
海
外
へ
配
属
な
い
し
滞
在
す
る
予
定
の
全
て
の
職
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
研
修
に
、
海

外
へ
の
配
属
が
始
ま
る
前
に
本
条
（
ａ
）
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
種
類
の
研
修
を
各
執
行
機
関
が
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ

て
い
る
か
、
で
あ
る
。

（
ｃ
）　�

こ
れ
ら
の
要
件
の
対
象
と
な
る
す
べ
て
の
連
邦
職
員
は
、
少
な
く
と
も
三
年
に
一
回
の
頻
度
で
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る

研
修
を
修
了
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
：
経
済
的
手
段

（
ａ
）　�

国
務
長
官
及
び
財
務
長
官
は
、
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
の
大
統
領
補
佐
官
と
協
議
の
上
、
ま
た
、
二
〇
一
七
年
四
月
四
日
の

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
大
統
領
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

－

4
に
規
定
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
、
Ｓ
Ｗ
Ｌ
記
載
国
、

Ｅ
Ｐ
Ｃ
ｓ
の
存
在
す
る
国
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
第
一
〇
二
条
（
ｂ
）
で
要
求
さ
れ
て
い
る
国
際
的
信
教
の
自
由
に
関
す
る
年
次
報
告
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
信
教
の
自
由
侵
害
に
関
与
又
は
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
そ
の
他
の
国
に
お
け
る
国
際
的
信
教
の
自
由
を

促
進
す
る
た
め
の
経
済
的
手
段
の
適
切
な
使
用
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
経
済
的
手
段
に



米国による国際的信教の自由の促進と保護（資料編）

133　阪経法論 84（’21. 3）

は
、
適
切
か
つ
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
で
、
信
教
の
自
由
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
す
こ
と
、
国
家
の
状
況
を
よ

り
良
く
反
映
す
る
対
外
支
援
を
再
調
整
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
第
六
〇
四
条
（
ａ
）
に
基
づ
く
ビ
ザ
の
発
給
制
限
等
を
含
む
こ

と
が
で
き
る
。

（
ｂ
）　�

財
務
長
官
は
、
国
務
長
官
と
協
議
の
上
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
〇
日
の
大
統
領
令13818

（
重
大
な
人
権
侵
害
又
は
汚
職

に
関
与
し
た
者
の
財
産
を
凍
結
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
）
―
―
と
り
わ
け
、
マ
グ
ニ
ツ
キ
ー
法
（Global M

agnitsky 

H
um

an Rights A
ccountability A

ct (Public Law
 114-328)

）
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
―
―
に
基
づ
く
制
裁
を
課
す
こ

と
を
検
討
で
き
る
。

第
七
条
：
定
義

　

こ
の
命
令
の
目
的
の
た
め
に
、

（
ａ
）　�

懸
案
国
（Country of particular concern

）
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
第
四
〇
二
条
（
１)(

ｂ)(

Ａ
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
定
義
す
る
。

（
ｂ
）　�

懸
案
組
織
（Entity of particular concern
）
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ル
フ
国
際
的
信
教
の
自
由
法
第
三
〇
一
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
定
義
す
る
。

（
ｃ
）　�

特
別
監
視
リ
ス
ト
（Special W

atch List

）
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
第
三
条
（
15
）
及
び
第
四
〇
二
条(

ｂ)(

１)(

Ａ
）（
ⅲ
）
に

規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
定
義
す
る
。

（
ｄ
）　�

信
教
の
自
由
の
侵
害
（V

iolations of religious freedom

）
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
第
三
条
（
16
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
定

義
す
る
。
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第
八
条
：
総
則

（
ａ
）
こ
の
命
令
の
い
か
な
る
規
定
も
、
以
下
の
点
を
損
な
う
又
は
そ
の
他
の
方
法
で
影
響
を
与
え
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
ⅰ
）　�

法
律
に
よ
っ
て
法
執
行
機
関
及
び
諸
機
関
の
長
官
に
与
え
ら
れ
た
権
限
、
又
は
、

（
ⅱ
）　�

予
算
・
行
政
・
立
法
の
提
案
に
関
す
る
米
国
行
政
管
理
予
算
局（the O

ffi
ce of M

anagem
ent and Budget

）局
長
の
機
能
。

（
ｂ
）　�
こ
の
命
令
は
、
適
用
さ
れ
る
法
律
と
矛
盾
し
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
予
算
の
利
用
可
能
性
を
条
件
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
ｃ
）　�

こ
の
命
令
は
、
合
衆
国
、
各
省
庁
、
機
関
、
官
吏
、
公
務
員
、
代
理
人
又
は
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、
あ
る
主
体
が
法
律
又
は

衡
平
法
に
よ
り
執
行
可
能
な
実
質
的
又
は
手
続
的
な
権
利
又
は
利
益
を
創
設
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
ら
ず
、
創
設
す
る
も
の

で
は
な
い
。

�

ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ

Ⅳ
．
資
料
④
―
―
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定
と
制
裁
行
動
の
リ
ス
ト

国
名

指
定
年

大
統
領
行
動
等

ミ
ャ
ン
マ
ー

一
九
九
九
年
―
現
在

22 CFR 126.1

に
基
づ
く
武
器
通
商
制
限
の
継
続
。

中
国

一
九
九
九
年
―
現
在

一
九
九
〇
年
及
び
一
九
九
一
年
外
交
権
限
法（Foreign Relations A

uthorization 
A
ct of 1990 and 1991

）
に
基
づ
く
中
国
に
対
す
る
犯
罪
管
理
又
は
犯
罪
発
見

機
器
及
び
装
置
の
輸
出
制
限
。
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イ
ラ
ン

一
九
九
九
年
―
現
在

二
〇
一
二
年
イ
ラ
ン
脅
威
削
減
及
び
シ
リ
ア
人
権
法
（Iran T

hreat Reduction 
and Syria H

um
an Rights A

ct

）
の
第
二
二
一
条(c)

及
び
第
二
二
一
条(a)

(1)(C)

に
基
づ
く
、
移
動
制
限
。

北
朝
鮮

二
〇
〇
三
年
―
現
在

一
九
七
四
年
貿
易
法
（T

rade A
ct

）
の
第
四
〇
二
条
及
び
第
四
〇
九
条
に
基
づ

く
制
限
。

エ
リ
ト
リ
ア

二
〇
〇
四
年
―
現
在

22 CFR 126

に
基
づ
く
、
武
器
通
商
制
限
の
継
続
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

二
〇
〇
四
年
―
現
在

米
国
の
重
要
な
国
家
利
益
に
基
づ
く
延
期
。

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

二
〇
一
四
年
―
現
在

米
国
の
重
要
な
国
家
利
益
に
基
づ
く
延
期
。

タ
ジ
キ
ス
タ
ン

二
〇
一
六
年
―
現
在

米
国
の
重
要
な
国
家
利
益
に
基
づ
く
延
期
。

パ
キ
ス
タ
ン

二
〇
一
九
年
―
現
在

米
国
の
重
要
な
国
家
利
益
に
基
づ
く
延
期
。

ス
ー
ダ
ン

一
九
九
九
年
―
二
〇
一
八
年

二
〇
一
九
年
か
ら
特
別
監
視
リ
ス
ト
へ
移
行
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

二
〇
〇
六
年
―
二
〇
一
七
年

二
〇
一
八
年
か
ら
特
別
監
視
リ
ス
ト
へ
移
行
。

ベ
ト
ナ
ム

二
〇
〇
四
年
―
二
〇
〇
六
年

二
〇
〇
五
年
五
月
五
日
に
、
ベ
ト
ナ
ム
と
米
国
は
、
多
く
の
重
要
な
信
教
の
自
由

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
た
。

た
と
え
ば
、
宗
教
的
活
動
に
関
す
る
新
法
の
完
全
な
実
施
、
時
代
遅
れ
の
以
前
の

矛
盾
す
る
規
制
の
無
効
、地
方
政
府
に
対
す
る
新
法
の
厳
格
で
完
全
な
実
施
を
指

示
す
る
こ
と
。
こ
の
拘
束
力
あ
る
協
定
に
よ
っ
て
、ベ
ト
ナ
ム
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
指
定

を
解
除
。

フ
セ
イ
ン
政
権
下
の

イ
ラ
ク

一
九
九
九
年
―
二
〇
〇
四
年

二
〇
〇
四
年
六
月
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
か
ら
解
除

タ
リ
バ
ン
政
権
下
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

一
九
九
九
年
―
二
〇
〇
三
年

信
教
の
自
由
の
深
刻
な
制
限
を
確
認
で
き
る
が
、
米
国
に
よ
っ
て
政
府
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
ｓ
と
し
て
は
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ

政
権
下
の
セ
ル
ビ
ア
一
九
九
九
年
―
二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
一
年
に
ヴ
ォ
イ
ス
ラ
ヴ
・
コ
シ
ュ
ト
ニ
ツ
ァ
（V

ojislav K
oštunica

）
が

大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
際
に
解
除
。
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ⅰ	

大
阪
経
済
法
科
大
学
法
学
部
助
教
。

ⅱ	

獨
協
大
学
法
学
部
教
授
。

ⅲ	
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
。

⑴	
International R

eligious Freedom
 A

ct of 1998, Pub. L. N
o. 105-292, 

§2(b)(5), 112 Stat. 2787, 2790 (1998) (codified at 22 
U
.S.C.A

. 

§6401).

⑵	
Frank R

. W
olf International R

eligious Freedom
 A

ct, Pub. L. N
o. 114-281, 130 Stat. 1426, 1426 (2016) (codified at 22 

U
.S.C.A

. 

§6401).

⑶	
 Exec. O

rder N
o. 13,926, 85 Fed. Reg. 34951 (June 2, 2020).

⑷	
R
obert C

. B
litt, T

he W
olf A

ct A
m
endm

ents to the U
. S. International R

eligious Freedom
 A

ct: B
reakthrough of 

Breakdow
n, 4 U

 Pa J. L. &
 Pub. A

ffairs 151 (2019) at 158-161

及
び
二
〇
一
九
年
の
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｕ
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
年
次
報
告
書
を
基
に
作
成
。

⑸	

訳
出
し
た
要
約
版
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
が
運
営
す
る
公
式
の
議
会
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トCongress.gov

に
掲
載
さ
れ
て
い
るsum

m
ary

で
あ
る
。
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ａ
： https://w

w
w
.congress.gov/bill/105th-congress/house-bill/2431; W

olf A
ct: https://w

w
w
.congress.gov/

bill/114th-congress/house-bill/1150 


